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経費節減と効率化に向けた取り組みを進め、その効果を住民サービスや住民福祉の維持向上につなげた
いと思います。さらに、国や県の政策と整合性を保ち、地域の活性化に資する事業や高齢者の
生活支援など、住民のニーズに対応した必要なサービスが提供できるよう、効率的・効果的
な事業の選択にも努めたいと思います。そのためにも、内部管理経費の節減や合理化を行い、
限られた財源の中で国の財政支援が得られる合併特例債や過疎対策事業債などを活用し、
財源の確保・調整を図っていきます。この際、将来の財政負担が過度とならないよう、
財政規律と投資のバランスを図っていかねばならないと考えています。いずれにしても、
長期的な視点で財政の健全化が保たれる予算編成を行っています。（詳細はＰ６～Ｐ７）

予算編成1 長期的な視点で財政健全化を図る

目的や用途のない処分可能な遊休地は条件が整い次第、売却して自主財源につなげま
す。公用車も維持管理や使用状況などを把握し、適正な配置を心がけたいと思います。

普通財産管理 6効率的かつ適正な管理

昭和54年度から休止状態だった上野地区の一部（福智下宮神社周辺）の調査が完了し、国へ認証請求して
います。上野保育所周辺の再調査では、現地立ちあいが終了し、本年度も引き続き上野地区の一部（大久
保地区周辺）の再調査を計画しています。また、過年度調査区である金田の人見地区の一部（平成６年度実施）
が登記完了しました。本年度は、金田の敷島・本町地区の一部（平成８年度実施）を年度内をめどに国へ認
証請求する予定です。なお、新規地区の調査について、平成26年度以降をめどに国や県と協議しています。

国土調査事業5 遅延地区の再調査を進める

職員は住民サービスの充実に向け、常に創意工夫を重ねることが求められていま
す。職員の資質向上を図るため、計画的かつ実践的な研修を実施します。

町職員7 職員の資質向上を図る

毎年のように発生している豪雨災害や突発的な災害発生時に備えて、十分な準備をする
必要があります。地域防災計画や各種マニュアルに沿って、日頃から水防資材の充実や避
難体制の整備を進めるなど、万全を期したいと思います。とりわけ、避難広報の中核とな
る防災無線はすべてデジタル化が完了。有効的な活用を心がけます。さらに、災害発生
時に行政からの支援が期待できない場合も想定されますので、地域住民のみなさんが自分
たちの地域は自分たちで守るという自主防災組織づくりの推進を図りたいと思います。また、住民の生命と財産を守る消防
活動も、防火意識の高揚を図り町内消防団員の訓練研鑽に努めながら安全・安心なまちづくりを進めたいと思います。

防災 4災害に備えて万全な体制を整える

東日本大震災では緊急時に最も力を発揮するのは地域の結束力だということが示されました。その
ような地域を整備することが今後の重要な課題です。現在、町の高齢化率は25.8％で、障がい者や
乳幼児などをあわせると、災害時に支援が必要となる人は相当数にのぼり、地域の人間関係が問わ
れることになります。こうした認識のもと、昨年度から「地域支え合い体制づくり事業」にとりかかり、
12のモデル地区で活動が展開されています。モデル地区では、日常の見守りや災害時における要支
援者の実態把握など、地域で支え合える備えが構築されています。本年度は、このモデル地区を増
やし、地域のつながりと見守りによる「住民相互の支え合いづくり」の輪を広げていきたいと思います。

相互扶助 8住民相互の支え合いづくり

観光ニーズの多様化により、大型観光地でない地域でも工夫しだいで多くのお客さんが
訪れるまちづくりが可能になりました。もちろん、福智町でしかできない取り組みを推進し、
農家民泊や窯元陶泊などの特色ある取り組みが必要条件となってきます。そのためにも、
観光協会の設立が必要だと考えています。本年度はその準備協議会を立ち上げ、組織体
制の確立や活動方針を決めたいと思います。あわせて、町のこだわりを生かした全国に通
用する「福智ブランド」の創出を目指し、ご当地グルメなどの開発を進めるつもりです。さ

らに、観光地にふさわしい風土の醸成に努め、地域を愛する人材育成に取り組みたいと思います。また、田川市郡全体で
「田川広域観光協会」を設立し、観光の地域づくりを始めていますので連携による相乗効果も大いに期待できると思います。

観光促進 町ＰＲの取り組みを拡大

現代社会では、情報整備は欠かせない条件であり、本町でも定住化促進や若年層流出防止、誘致企業、
地場事業者の振興という観点から必要な施策だと考えています。本町の超高速通信網基盤整備は民間電
気通信事業者のブロードバンドサービス提供に対し、直接財政支援をする補助金方式での整備が、最も
有効だと判断しています。このような認識のもと、今年度より超高速通信網基盤整備にとりかかりたいと思います。

情報通信 超高速通信網基盤に向けて

9

10

競争入札は、本年度も引き続き現行の制度で実施する予定です。

入札制度 2現行の制度で実施

心豊かに安心して暮らせる安全な地域環境づくりに向け、警察や町内の各団体
や機関と連携して、実効ある取り組みに努めます。

暴力追放3 安心して暮らせる地域づくり

高齢化・過疎化が進む福智町では零細農家が多く、減反政策における米・麦・
大豆を中心とした農地の集積を図り、集落営農組織づくりに努めてきましたが、
農産物価格の下落や新たな農業政策などの影響で農家の不安が膨らんでいま

す。町内には農産物直売所がありますが、今後も農産物の地産地消を推進する拠点として役割を果たしてほしいと思います。
また、学校給食への供給も担えるよう、協力したいと考えています。町の基幹産業である農業ですが、その位置づけを確立す
るため、振興策でオリーブ栽培に取り組んでいます。まずは町で試行的に実施し、植栽の輪を広げていきたいと考えています。

農業振興 オリーブ栽培に着手11
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小学校３年生までの医療費全額補助を実施します。時期につきましては、電算システムの
改修作業や医療機関への周知が必要であり、早急に実施できるようにしたいと思います。

医療制度 14
経済不況の影響で失業者が増え、医療費も増加傾向にあるなど、国保運営は極めて
厳しい状況を強いられています。国民健康保険の特定健診は本年度から健診時に
おける個人負担を無料とし、受診機会の拡大を図るとともに、受診率の向上と病

気の早期発見そして特定保健指導につなげたいと思います。後期高齢者医療に関しましては、必
要かつ適正な医療サービスが受けられるよう、広域連合と連携して取り組んでいきたいと思います。

国保・後期高齢 医療費抑制に向けて15

高齢者がいつまでも元気で長生きする環境整備は、重要な施策だと認識しています。そのような観点から、
高齢者の生きがいづくりや要介護・要支援者に対する支援の充実を図るとともに、介護予防事業などの実
施に努めたいと思います。また、障がいのある人が自立した生活ができるよう、福祉サービスなどの支援
に取り組むつもりです。学童クラブについて、現行の対象は小学３年生までとなっていますが、本年度中
途から６年生まで拡充する予定です。子どもへの虐待問題ですが、福智町要保護児童対策協議会と連
携をとりながら虐待の防止や対応に、万全を期したいと考えています。また、養護老人ホーム天郷
荘と弁城地区の第一保育所につきまして、今年度中に民間移譲に向けて取り組みたいと思います。

福祉 福祉サービスの充実と施設の民間委譲 18

乳児家庭全戸訪問事業や乳幼児健康診査、児童虐待防止対策事業、妊婦健康診査助成事業を実施
し、安心して出産・育児に臨める環境づくりに取り組んでいます。特定健診・特定保健指導では、福
智町の国保加入者の中で高血圧や糖尿病を発症する危険性が高い人・発症しても治療を受けずに
放置している人が多いことがわかってきました。そうした状況を改善し、医療費を抑制するためにも関係部署が連携
して生活習慣病を防ぐ啓発や保健指導などに取り組むことが必要であると考えています。予防接種事業につきまし
ては、ヒブワクチン・肺炎球菌ワクチン・子宮頸がんワクチンを対象とした事業を継続し、疾病の発生予防に努めます。

子育て支援・保健事業 疾病の発生予防に努める 16

乳幼児医療制度を拡充

町から差別をなくす取り組みを進めたいと思います。さらに、隣保館事業としてふれ
あい交流事業（ミニデイサービス事業）の町内全域での実施や人権を基盤とした地域
の教育力向上に向けた取り組みなど、地域に根ざした活動を展開したいと思います。

人権尊重 地域に根ざした活動を展開17

建設土木事業では、地元行政区や地域のみなさんに理解と協力を求めて、緊急性や予算な
どを考慮しながら道路などの整備や維持補修を行う予定です。特に、歩道整備は障がい者
や高齢者の人が安心して利用できるように努めたいと思います。鉱害問題では、可能性の
ある地域で、ボーリング調査の要望を行いながら被害者救済に尽力するつもりです。また、
町内の農業用施設は鉱害復旧事業や土地改良事業、農村環境整備事業などにより整備が
進められてきましたが遅れている地域も数多くあり、今後も改善対策を講じたいと思います。

さらに、ほとんどの地域で農業用施設の老朽化が進み、漏水などの状況が現れています。こうしたことから、県営事業によ
る農村振興総合整備事業に取り組み、生産力向上に努めています。本年度は新規事業として、農村災害対策事業に伴う事
前調査の実施を予定しています。この事業は老朽化により漏水している農業用水路や農道などの農業用施設を整備していく
もので、当該事業が採択されれば広範囲の農業用施設の改善が可能となり、町の農業振興に寄与できるものと考えています。

建設事業 予算内で最大効果を19 助成措置については、実施時期なども含めて検討させていただきと思います。

太陽光発電 12助成措置を検討

現施設の耐用年数を考えると、一日でも早く建設しなければならないと思います。

ごみ処理13 新施設建設を目指す

町内の町営住宅のほとんどが老朽化し、建替えが必要になっています。本年度は建替え事業
を実施した旧上の原団地や旧赤池団地の跡地整備工事に加え、旧平原団地の解体工事を行う
予定です。さらに、宝見団地は継続事業として実施中で、福丸団地・堀川団地・平原団地・湧
渕団地の耐震調査を行いたいと考えています。なお、本年度は福智町長寿命化計画（旧ストッ
ク総合活用計画）策定にかかる委員会を立ち上げ、建替えについての議論を進める予定です。

町営住宅 計画的な建て替えを実施 20
水道施設などは老朽化が著しく、早期の改善が求められています。また、建設工事中の県営伊良原ダム
の完成予定が平成29年度に変更され、町の水道ビジョンに大きな影響を与えています。さらに、平成30

年度には、田川地区水道企業団からの取水も、現在の3,900トンから7,500トンに増量となり、それにあわせた排
水池や配水管・送水管・浄水場の計画的な改善・整備・統合等が、不可欠になっています。

水道事業 安全・安心な水道水を提供21
町内には２つの診療所がありますが、それぞれ地域医療の拠点として、住民のみなさんの生命と安心を守
る役割を果たしていまます。両診療所とも、より質の高い医療提供を目指し、経営工夫を行っていますが、
将来的な医師確保という厳しい課題もあり、その運営に関して、検討を重ねています。とりわけ、高齢化
が進んでいる町の現状を考えると、高齢者にとって身近な診療所の存在は、絶対に欠かせないものだと判断しています。

診療所 地域医療の拠点として 22

現行の使用目的から他の目的に用途変更する場合、住民のみなさんや町にとって、最善の方法で対処
しなければならないと考えています。旧方城町庁舎については9月までに結論を出し、10月以降の具
体的な取り組みにつなげていきたいと思います。

赤池・方城支所 最善の方法で活用 24
少人数授業の実施や読書環境の充実、安全面の確保などを教育委員会と連携して取り組みたいと思いま
す。また、校舎などの施設設備面も可能な限り整備に努める所存です。

教育 教育環境の充実23
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利子割交付金…420万円 配当割交付金…300万円
自動車取得税交付金…3,000万円  地方特例交付金…540万円
交通安全対策特別交付金…447万円
株式等譲渡所得割交付金ほか80万円

町税
14億7,896万円
（10.2％）

使用料･手数料
4億7,042万円

（3.2％）

分担金･負担金
1億4,724万円

（1.0％）
諸収入
2億1,653万円

（1.5％）
財産収入
1億5,121万円

（1.0％）

　繰入金（3.6％）
5億2,386万円

地方交付税
56億9,300万円
（39.2％）

地方譲与税
1億800万円

（0.8％）

地方消費税交付金
1億9,600万円

（1.4％）

国庫支出金
14億5,421万円
（10.0％）

県支出金
8億 6,564万円
（6.0％）

町債
31億8,760万円
（21.9％）

歳入

145億
4,054万円

■自主財源（20.5％）

■依存財源（79.5％）

人件費
23億5,965万円
（16.2％）

物件費
13億4,033万円
（9.2％）

補助費等
14億4,405万円
（9.9％）

　 繰出金
　 8億

6,147万円
       （5.9％）

扶助費
20億6,191万円
（14.2％）

公債費
24億6,665万円
（17.0％）

普通建設事業費
33億9,656万円
（23.4％）

維持補修費
2億5,356万円
（1.8％）

投資・出資・貸付金
1億8,732万円
（1.3％）

基金積立金
1億4,368万円
（1.0％）

予備費
2,000万円
（0.1％）

■義務的経費（47.4％）

■投資的経費（23.4％）

性質別グラフ歳出

歳出

145億
4,054万円

目的別グラフ歳出

総務費 12億1,546万円（8.4％）

民生費 43億7,904万円（30.1％）

農林水産業費 3億3,423万円（2.3％）

衛生費 11億2,966万円（7.8％）

土木費 14億1,574万円（9.7％）

教育費 28億299万円（19.3％）

公債費 24億6,665万円（17.0％）

議会費 1億5,566万円（1.1％）

消防費 3億7,010万円（2.5％）

諸支出金・予備費 1億8,471万円（1.2％）

一般会計　歳入

一般会計　歳出

　 町の自主財源は約２割
▶一般会計の歳入は、前年度と比較し
て約３億８百万円減少し、145億４千54
万円となっています。予算規模は縮小し
ましたが、繰入金（基金取り崩し）で不
足分を補う予算編制は依然として変わら
ず、厳しい財政状況を表しています。また、
歳入は税収などの「自主財源」と国や県な
どに頼った「依存財源」の２つに大きく分
けられますが、この自主財源が多いほど、
町独自のサービスを行ったり、将来に向
けての積み立てを行うなどの行政活動の
自立性と安定性が確保されます。グラフ
が示すとおり、町の自主財源は全体の約
20％にとどまり、この数字が財政基盤の
弱さを表すかたちとなっています。さら
に、自主財源の中の繰入金は基金を取り
崩した金額なので、その分を除いた自主
財源は、全体の16.9％しかありません。

歳入

まちの動き

当初予算編成３月定例会で可決
財政健全化を目指す

　

 

義
務
的
経
費
を
1.2
％
削
減

▼「
性
質
別
」と「
目
的
別
」の
グ
ラ
フ
は
、
共

に
一
般
会
計
の
歳
出
を
表
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。

目
的
別
歳
出
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
や

行
政
上
の
特
色
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
性
質
別
歳
出
に
は
、
支
出
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
人
件
費
や
扶
助
費
、公
債
費
の「
義

務
的
経
費
」と
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
、
行
政

水
準
の
向
上
に
か
か
る
普
通
建
設
事
業
費
の

「
投
資
的
経
費
」に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
歳
出
を
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
し

た
場
合
、
人
件
費
が
１
億
４
千
８
０
０
万
円

の
減
額
、
扶
助
費
が
１
億
３
千
３
７
３
万
円

の
減
額
、公
債
費
が
４
千
３
４
２
万
円
の
減
額
、

普
通
建
設
事
業
費
が
１
億
５
７
８
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
事
業
の
選
択
と

集
中
を
行
い
、
計
画
的
な
経
費
削
減
を
図
り

な
が
ら
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政

運
営
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

歳出

診療所と国保会計ピンチ

▶特別会計は、一般の歳入歳出予算
と区分して整理する必要がある場合
や特定の事業を行う場合に設置する
もので、福智町には５つの特別会計
と水道の企業会計があります。その
中でも、特に厳しい運営を迫られて
いるのが診療所事業特別会計と国民
健康保険事業特別会計です。本年度
予算で見ると診療所事業特別会計が
３億４千909万円、国民健康保険事
業特別会計が15億７千156万円の歳
入不足が見込まれます。

特別会計　予算
特別会計 予算等金額

同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計

国民健康保険事業特別会計     42億3,985万円

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険福智町立診療所事業特別会計

田川郡町村公平委員会特別会計

水道事業会計

収益的収入
収益的支出

資本的収入
資本的支出

      2億8,699 万円

          8億66万円

              118万円

      5億7,368万円
      5億7,368万円
      1億3,746万円
      2億5,814万円

      1億1,654万円

労働費
992万円（0.1％）

商工費
7,102万円（0.5％）

（0.2％）

災害復旧費
536万円（0.0％）

※費用が少額のため、０％表示に
　なっているところがあります。

災害復旧事業費
536万円（0.0％）



職員人事異動行政サービス向上
新たな体制でスタート

まちの動き

着任先生紹介

福祉課 
竹之下 大

住民の方々のより
良い暮らしのため
に、常にベストを
尽くします。

新規採用職員紹介（　）は前職

財政課 
堀田 康史

農
政
課
長

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

方
城
診
療
所
事
務
長
兼
方
城
支
所
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

水
道
課
長

田
川
地
区
清
掃
施
設
組
合
派
遣

小
松　

繁
信

市
丸　

洋
子

深
見　

健
児

朝
部　

信
恵

大
島　

一
彦

村
田　

義
美

田
中　

敏
明

（
農
政
課
主
幹
）

（
福
祉
課
係
長
）

（
総
務
課
主
幹
）

（
福
祉
課
主
幹
）

（
税
務
課
係
長
）

（
田
川
地
区
清
掃
施
設
組
合
派
遣
）

（
水
道
課
長
）

職員人事異動
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（　）は前職

第
一
保
育
所
主
幹

生
涯
学
習
課
主
幹

財
政
課
主
幹

人
権
・
同
和
対
策
課
主
幹

総
務
課
主
幹

学
校
教
育
課
主
幹

米
谷　

美
子

中
村　

英
二

仲
村
正
一
郎

瓜
生　

信
幸

永
末　

卓
哉

中
山　

正
和

（
第
一
保
育
所
係
長
）

（
生
涯
学
習
課
係
長
）

（
建
設
課
係
長
）

（
人
権
・
同
和
対
策
課
係
長
）

（
総
務
課
係
長
）

（
農
政
課
係
長
）

税
務
課
係
長

方
城
支
所
係
長

第
一
保
育
所
係
長

生
涯
学
習
課
係
長

ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課
係
長

人
権
・
同
和
対
策
課
係
長

財
政
課
係
長

コ
ス
モ
ス
診
療
所
係
長

田
川
地
域
幹
線
道
路
対
策
室
出
向

人
権
・
同
和
対
策
課
係
長

税
務
課
係
長

福
祉
課
係
長【
福
祉
係
】

税
務
課
係
長

福
祉
課
係
長

住
宅
課
係
長

農
政
課
係
長

湊　

眞
由
美

葛
原　

須
美

森
野
る
み
子

木
月　

政
美

池
田
眞
里
子

永
田
裕
次
郎

萬
田　

信
之

鴛
海　

亨
介

野
村
健
一

原
田　

順
子

植
田　

秋
彦

井
戸
ひ
と
み

高
本　

武
志

倉
石　

勝
朝

森
野　

秋
人

白
石　

輝
彦

（
税
務
課
主
査
）

（
方
城
支
所
主
査
）

（
第
一
保
育
所
主
査
）

（
生
涯
学
習
課
主
査
）

（
ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課
主
査
）

（
福
祉
課
）

（
財
政
課
主
査
）

（
税
務
課
主
査
）

（
住
宅
課
係
長
）

（
学
校
教
育
課
係
長
）

（
財
政
課
係
長
）

（
福
祉
課
係
長【
介
護
保
険
係
】）

（
ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課
係
長
）

（
人
権
・
同
和
対
策
課
係
長
）

（
建
設
課
係
長
）

（
税
務
課
係
長
）

課
長

主
幹

係
長

係

赤
池
支
所

第
一
保
育
所

出
納
室

学
校
教
育
課

田
川
地
区
清
掃
施
設
組
合
派
遣

住
民
課

福
祉
課

建
設
課

建
設
課

方
城
支
所

県
介
護
保
険
広
域
連
合
派
遣

福
祉
課

福
祉
課

税
務
課

ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課

福
祉
課

税
務
課

税
務
課

県
介
護
保
険
広
域
連
合
派
遣

県
介
護
保
険
広
域
連
合
派
遣

保
健
課

福
祉
課

建
設
課

徳
永
佳
代
子

仲
村
知
眞
子

太
田　

恭
子

原
田　
　

亨

奥　
　

一
幸

吉
田　

健
志

鶴
我　

節
子

小
柳　

直
樹

中
村　
　

敬

白
石　

美
幸

廣
渡　
　

勝

谷
口　

秀
徳

原
田　

篤
志

桑
野　

清
一

村
上　

慶
孝

三
浦　

節
子

日
吉　

由
香

秀
島　

慎
一

中
野　
　

勇

長
副　

朱
美

友
石　

道
代

水
永
美
枝
子

早
麻　

雄
一

（
学
校
教
育
課
）

（
中
央
保
育
所
）

（
住
民
課
）

（
財
政
課
）

（
税
務
課
）

（
建
設
課
）

（
総
務
課
）

（
住
民
課
）

（
住
宅
課
）

（
出
納
室
）

（
福
祉
課
）

（
生
涯
学
習
課
）

（
県
介
護
保
険
広
域
連
合
派
遣
）

（
生
涯
学
習
課
）

（
田
川
地
区
消
防
組
合
派
遣
）

（
県
介
護
保
険
広
域
連
合
派
遣
）

（
総
務
課
）

（
福
祉
課
）

（
税
務
課
）

（
福
祉
課
）

（
福
祉
課
）

（
生
涯
学
習
課
）

（
中
央
保
育
所
）

（
学
校
教
育
課
）

（
中
央
保
育
所
）

（
住
民
課
）

（
財
政
課
）

（
税
務
課
）

（
建
設
課
）

（
総
務
課
）

（
住
民
課
）

（
住
宅
課
）

（
出
納
室
）

（
福
祉
課
）

（
生
涯
学
習
課
）

（
県
介
護
保
険
広
域
連
合
派
遣
）

（
生
涯
学
習
課
）

（
田
川
地
区
消
防
組
合
派
遣
）

（
県
介
護
保
険
広
域
連
合
派
遣
）

（
総
務
課
）

（
福
祉
課
）

（
税
務
課
）

（
福
祉
課
）

（
福
祉
課
）

（
生
涯
学
習
課
）

（
中
央
保
育
所
）

早く一人前になれ
るよう、ガンガン
仕事を覚えていき
たいです。

住民課 
髙野 真衣

住民の皆さまのた
めに、笑顔で頑張
ります。

総務課 
相𠩤 啓太

生まれ育ったふる
さとに恩返しでき
るよう、誠心誠意
頑張ります。

生涯学習課 
奈木野 功輔

他市町村から見て
も魅力あふれる福
智町を目指して頑
張ります。

税務課 
立花 正太郎

福智町を愛し、皆
様に愛される職員
になれるよう頑張
ります。

住宅課 
小野 努

福智町のみなさん
と今よりも良い町
づくりめざして頑
張ります。

学校教育課 
松尾 敏和

豊かなふるさと福
智町の実現のため
に向上心をもって
職務に当たります。

建設課 
永野 昌勝

土木の経験を生か
して町づくりに貢
献していきます。

建設課 
山本 恵介

「先輩方に追いつ
け追い越せ」を心
がけ、頼れる職員
を目指します。

辻　　秀志校長
田中いづみ先生
古野　恵美先生

（池尻小）
（伊方小）
（金田小）

市場小学校

渡邊　伴子校長
八隅　幸江先生
稲富　博明先生
小林いずみ先生
田代　輝浩先生
大坪まゆみ先生

（糸田小）
（川崎小）
（津野小）
（弁城小）
（糸田小）
（池尻小）

上野小学校

林　　修平先生
山本　徳和先生
山﨑　敦子先生

（初任者）
（上野小）
（真木小）

伊方小学校

堀田　一郎教頭
二宮　明美先生
金元佳菜江先生
日髙輝代子先生
井手　弓子先生

（伊方小）
（金田小）
（田川小）
（伊方小）
（池尻中）

弁城小学校

荒瀬　　長先生
村上　裕一先生
重野　年宏先生
犬丸　成美先生
北川　博幸先生

（初任者）
（金田中）
（方城中）
（方城中）
（香春中）

赤池中学校

友松　秀樹校長
寺岡　良祐先生
中尾　和久先生
籾井佳奈美先生
山内　綾香先生

（鷹峰中）
（赤中）
（川崎中）
（金田中）
（頴田中）

方城中学校

山本由美子先生
北山　恵子先生
武田真由美先生
日髙　寿代先生

（池尻中）
（鎮西中）
（大任中）
（糸田中）

金田中学校

中瀬　博之先生
田﨑千香子先生
勇　　裕成先生
中村　真悟先生
柴田冨士子先生
円城寺深雪先生

（中津原小）
（初任者）
（初任者）
（川崎小）
（市場小）
（弁城小）

金田小学校



役　職 氏名（敬称略） 住所

会　長 片岡　文雄 赤　池

副会長 林　　敏彦 神　崎

委　員 安永　榮一 上　野

委　員 朝部　　壽 伊　方

委　員 冨永　愼一 赤　池

委　員 倉石　秀美 伊　方

委　員 太田　暢哉 赤　池

国保税（納税通知書は７月上旬発送予定）

１期▶ 7月31日火・２期▶８月31日金
３期▶10月１日月・４期▶10月31日水
５期▶11月30日金・６期▶ 12月25日火
７期▶１月31日木・８期▶２月28日木

軽自動車税（納税通知書は５月上旬発送予定）

全期▶５月31日木

固定資産税（納税通知書は５月上旬発送予定）

１期▶５月31日木・２期▶７月31日火
３期▶10月１日月・４期▶12月25日火

町県民税（納税通知書は６月上旬発送予定）

１期▶７月２日月・２期▶８月31日金
３期▶10月31日水・４期▶11月30日金



　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率

は
、
２
年
に
１
度
改
定
さ
れ
ま
す
。
今
回

の
改
定
の
結
果
、
平
成
24
年
度
お
よ
び
25

年
度
の
所
得
割
率
と
均
等
割
額
は
下
表
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

◉
保
険
料
の
軽
減
措
置
は
継
続

　

所
得
の
低
い
人
や
被
用
者
保
険（
サ
ラ
リ

　

ー
マ
ン
の
人
な
ど
の
保
険
）の
扶
養
に
な

　
っ
て
い
た
人
の
保
険
料
は
、
平
成
24
年
度

　

も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◉
保
険
料
の
減
免
制
度

　

災
害
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
事
情
に
よ

　

り
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
人

　

へ
の
保
険
料
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
お
よ
び
25
年
度
の

保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

　

同
一
世
帯
内（
※
注
１
）の
被
保
険
者
お
よ

び
世
帯
主
の
軽
減
対
象
所
得
金
額（
※
注
２
）

の
合
計
額
に
応
じ
て
、
左
記
の
と
お
り
均

等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※注１　「世帯」とは、４月１日時点の世帯（年度途中
　　　で75歳になる人、県外から転入した人など
　　　は、その時点）が基準となります。

※注２　「軽減対象所得金額」とは、基本的には総
　　　所得金額と同じですが、公的年金等収入の
　　　場合、「公的年金等収入ー公的年金等控除ー
　　　15万円」となるなど、例外があります。

※注３　例年金受給時満65歳以上で年金収入のみ
　　　211万円以下の場合です。

※注４　「被用者保険」とは、全国健康保険協会管
　　　掌保険、組合管掌保険、船員保険、共済組
　　　合をさします。国民健康保険・国民健康保
　　　険組合は該当しません。

‹‹  軽減対象所得金額の合計額  ›› ‹‹  軽減後の均等割額  ››

平成22・23年度 平成24・25年度 増減

所得割率

均等割額

賦課限度額

9.87％ 10.88％ 1.01％増

52,213円 55,045円 2,832円増

50万円 55万円 5万円増

　

保
険
料
は
被
保
険
者
ご
と
に
計
算
さ
れ

ま
す
。
被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担
す

る「
均
等
割
額
」と
、
被
保
険
者
の
総
所
得

金
額
等（
※
注
）に
応
じ
て
負
担
す
る「
所
得

割
額
」と
の
合
計
額
が
保
険
料
と
な
り
ま

す
。
保
険
料
の
詳
細
は
、
７
月
に
送
付
予

定
の「
平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」に
記
載
し
ま
す
。

｢33万円以下」かつ、「被保険者全員が年金
収入80万円以下でその他の所得がない」 5,504円9割軽減 均等

割額

33万円（基礎控除額）以下 ８,256円8.5割軽減 均等
割額

｢33万円＋24.5万円×世帯主を除く
被保険者数」以下 27,522円5割軽減 均等

割額

｢33万円＋35万円×被保険者数」以下 44,036円2割軽減 均等
割額

‹‹  所得割率・均等割額・賦課限度額  ››

保険料額
一人あたりの
年間保険料額

均等割額
加入者全員が
等しく負担

所得割額
所得に応じて
負担

県広域連合で決めら
れた年間の均等割額

55,045円
保険料の上限

55万円総所得
金額等－33万円 ×10.88%

所得割額計算式

（※注）

1213

平成23年中の所得に基づき、平成
24年度分の後期高齢者医療保険料
額が決定します。被保険者（加入者）
の皆さんには、７月中旬に送付予定の
決定通知書でお知らせします。

※注　「総所得金額等」とは前
年中の「公的年金等収入ー公
的年金等控除」、「給与収入ー
給与所得控除」、「事業収入ー
必要経費」などの合計額で、
各種所得控除前の金額です。

問役場住民課保険係　
　☎２２ｰ７７６１
問後期高齢者医療お問い合わせセンター
　☎０９２６５１ｰ３１１１

‹‹  保険料額の算出方法  ››

所得割軽減割合

５割軽減 91万円以下（※注３）

被保険者の総所得金額等

‹‹  所得割額の軽減  ››

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証（
保
険

証
）が
更
新
さ
れ
ま
す
。
現
在
発
行
し
て
い

る
保
険
証
の
有
効
期
限
は
7
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
が
過
ぎ
た

保
険
証
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
な
お
、
８
月
１
日
か
ら
使
え

る
新
し
い
保
険
証
は
７
月
下
旬
に
発
送
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

均等割軽減割合

5,504円

軽減後の保険料（年額）

‹‹  被用者保険（※注 4）の被扶養者であった人の軽減  ››

９割軽減
（所得割額はかかりません）



お亡くなりになったみなさんのご冥福を、心より
お祈り申し上げます。 福智町長・福智町議会議長

弔電はひかえさせていただいています

保健師だより №60

おたふくかぜは合併症が多いことも特徴です。脳
炎や無菌性髄膜炎を起こし、入院や死亡すること
もあります。また、最近とくに注目されているのが、
約1,000人に1人の割合で起こる難聴（ムンプス難
聴）です。この難聴は、片耳だけ聴こえにくくなる
ことが多いため、発見が遅れやすいのが特徴。一
生治ることがなく、症状を適切に訴えることのでき
ない乳幼児がいつの間にか聴力を失っている要因
のひとつといわれています。

予防接種（２回接種）がおたふくかぜを防ぐ唯一
の方法です。おたふくかぜの予防接種をしても約
２割の人はおたふくかぜにかかる事がありますが、

合併症を併発する可能性が低くなりま
す。ただし、このワクチンは有料
の任意接種です。世界の多くの国
では、おたふくかぜワクチンは無
料定期接種なので流行しません
が、日本ではワクチンが有料で
あることや「病気にかかれば
済む」という極端な考え方
のために、難聴などの合
併症に苦しむお子さんが
いるのが現状です。



下町、大和町、東組、中組、西組、
岩屋組、岩屋団地、上の原団地、
赤池団地、板屋団地、稲荷町、昭
和町、本町、貴船、旭ヶ丘、暁町、
車道、徳人原、ひまわり団地、高
尾団地、高尾、下寿、上寿、西寿

伏原１～５、町営伏原、西ヶ丘、
南町団地、南町、県営伏原、伏原
町、西町、下西町、中町団地、中
町、東町、北町、新町、下桜、上
桜、朝日町、中央台、松本町、小藤、
小藤団地、花園、コスモスタウン

緑ヶ丘NT、赤池NT、桜NT、生力
NT、吉ヶ浦、市場団地、猿田、猿畑、
７区、８区、草場、サンタウン

６月
23日土

６月
16日土

６月
９日土

６月
２日土

上野地区

心
配
ご
と
相
談

ほ
の
ぼ
の
介
護
予
防
教
室

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

福
岡
県
巡
回
交
通
事
故
相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

住
宅
に
関
す
る
無
料
相
談

補
聴
器
相
談

へ
い
ち
く
浪
漫
号
で
貸
切
列
車

自
動
車
税
の
納
期
に
つ
い
て

み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
会

事
件
・
事
故
発
生
件
数

市
民
と
自
衛
隊
と
の
音
楽
の
夕
べ

職
場
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

水
道
水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

福
岡
県
女
性
海
外
研
修
団
員
募
集

「
憲
法
週
間
」無
料
法
律
相
談
会

特
設
人
権
相
談
所
開
設

調
理
師
試
験

寝
具
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

緑
化
講
習
会
受
講
者
募
集

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

福
岡
県
飲
酒
運
転
撲
滅
条
例
制
定



昔の写真を探しています！
問総務課広報・広聴係
　☎22-0555

1畜犬登録料　　　　3,000 円
（すでに登録済みの場合は不要）

2 狂犬病予防注射代　2,500 円

3注射済票交付手数料　550 円

年
に
１
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

日
程
内
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も
都
合
の
よ
い
日
時
を
選
ん
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

都
合
の
よ
い
日
時
か
ら
選
ん
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
接
種
費
用
は
同
額
）

弁城・伊方地区　
  9:10～  9:20 東古門集会所

  9:30～  9:45 やすらぎ館

  9:55～10:10 西古門集会所

10:20～10:35 前村集会所

10:45～11:00 犬星集会所

11:10～11:20 野添教育集会所

11:30～11:45 東ケ丘集会所

13:10～13:25 春田集会所

13:35～13:45 方城支所前

13:55～14:10 見六生活館

14:20～14:30 新門上集会所

14:40～14:55 中原集会所

15:05～15:15 丸山第４隣保館

17日木

金田・神崎地区　
  9:00～  9:20 南木公民館

  9:30～  9:45 太陽公民館

  9:50～10:10 神崎第一公民館

10:15～10:30 神崎第二公民館

10:40～10:55 福吉公民館

11:05～11:20 若草公民館

11:25～11:40 人見公民館

13:10～13:30 上金田公民館

13:40～13:55 金田一区公民館

14:05～14:20 福丸公民館

14:30～14:50 宝見公民館

14:55～15:15 本庁舎裏

21日月

赤池地区　
  9:00～  9:15 西町集会所

  9:20～  9:40 中尾児童遊園

  9:50～10:05 第二十支所生活館

10:10～10:25 緑ケ丘ＮＴ集会所

10:35～10:55 生力ＮＴ集会所

11:00～11:10 赤池ＮＴ集会所

24日木

16日水
弁城・伊方地区　

  9:10～  9:30 久六集会所

  9:35～  9:50 浄万寺集会所

10:00～10:10 野地集会所

10:20～10:30 上弁城集会所

10:40～10:55 新町集会所

11:05～11:20 迫集会所

11:25～11:35 宝珠集会所

13:10～13:20 矢久保集会所

13:30～13:40 職員区集会所

13:50～14:00 東区公民館

14:05～14:15 山手集会所

14:25～14:35 八幡町集会所

14:40～14:50 鶴ケ丘集会所

15:05～15:15 後谷集会所

上野・市場・赤池地区　
  9:00～  9:10 上野一区集会所

  9:15～  9:25 堀田集会所

  9:35～  9:45 老人ホーム天郷荘

  9:55～10:05 大浦共同作業所

10:10～10:25 上野五区集会所

10:30～10:45 上野四区集会所

10:50～11:05 上野農協

11:15～11:40 上野三区集会所

13:10～13:20 草場集会所

13:25～13:40 市場集会所

13:50～14:00 猿畑集会所

14:10～14:20 十二支所集会所

14:30～15:10 赤池駅前公園

15:20～15:30 高尾集会所

15:35～15:45 伏原公民館

23日水



上



西
にし

田
だ

 悠
はる

人
と

くん❷
H22.5.7生（伊方 大黒団地）

奥
おく

永
なが

 玖
く

音
のん

ちゃん❶
H23.5.4 生（弁城 久六）

永
なが

末
すえ

 雫
しずく

ちゃん❷
H22.5.29生（神崎 田ノ口）

柴
しば

田
た

 葉
は

奈
な

ちゃん❷
H22.5.31生（上野 原田）

仲
なか

島
しま

 成
せ

那
な

くん❷
H22.5.25生（伊方 中古門）

渡
わた

邊
なべ

 翔
しょう

馬
ま

くん❶
H23.5.9 生（神崎 福吉団地）

締切日はお誕生月の前月
10日まで。（土・日・祝日
の場合は翌開庁日）今月は
６月に誕生日を迎える満１
歳～3歳までのお子さん
の写真（デジカメの場合は
データ）を募集します。5
月10日木までに役場窓
口に持参して申し込みくだ
さい。（締切厳守）
▶役場総務課広報担当
　 ☎22-0555

笑顔募集中！

天
あま

野
の

 愛
あい

羅
ら

ちゃん❶
H23.5.12生（上野 大谷団地）

柴
しば

垣
がき

 莉
り

心
こ

ちゃん❶
H23.5.15生（赤池 南町）

小
こ

松
まつ

 桜
さ

恋
ら

ちゃん❷
H22.5.9 生（赤池 ひまわり）

加
か

来
く

 寧
ね

々
ね

ちゃん❷
H22.5.22生（弁城 新町）

永
なが

末
すえ

 琉
る

愛
な

ちゃん❷
H22.5.19生（金田 宝見）

西
にし

川
かわ

 純
ま

心
しろ

ちゃん❶
H23.5.5生（赤池 昭和町）

花
はな

岡
おか

 弦
げん

樹
き

くん❶
H23.5.9 生（金田 東金田）

山
やま

本
もと

 湧
ゆう

大
だい

くん❸
H21.5.22生（赤池 大和町）

山
やま

元
もと

 優
ゆ

季
き

那
な

ちゃん❸
H21.5.25生（金田 上金田）

仲
なか

村
むら

 陸
りく

くん❸
H21.5.20生（伊方 公園通り）

森
もり

野
の

 恵
けい

斗
と

くん❸
H21.5.20生（金田 上金田）



町長日誌町長日誌町長日誌町長日誌

　国際交歓会
日時●５月18日金 
　　　　　　午後７時～

会場●福智町金田体育館

※場内の飲食は食券方式（１枚
　100円）です。売上金額は
　東日本大震災の義援金とし
　て、全額被災地に送ります。

※入場の際、小学生以上のか
　たに１人100円の募金をお
　願いしています。なお、入
　場時の募金は来年以降の大
　会運営費に充てられます。

　国際交歓会
日時●５月18日金 
　　　　　　午後７時～

会場●福智町金田体育館

※場内の飲食は食券方式（１枚
　100円）です。売上金額は
　東日本大震災の義援金とし
　て、全額被災地に送ります。

※入場の際、小学生以上のか
　たに１人100円の募金をお
　願いしています。なお、入
　場時の募金は来年以降の大
　会運営費に充てられます。


